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当社は、SDGs の内容を理解し、SDGs 達成に向けた方針及び取組を下記のとおり宣言します。 

記 

SDGs 達成に向けた経営方針等 

今や「情報」は、衣・食・住に次ぐ生活要素となり、その重要性は日々増大しています。 
情報格差は生活の質に直結し、ひとつの情報を知っている・知らないという格差が生命に影響を及ぼす
ことすらあり得ます。 
私たちは情報通信の頼れる身近なパートナーとして、店舗の運営や各種サービスを提供し、社会に貢献
して参ります。 

 

３側面 
（主な分
野にレ） 

SDGs 達成に向けた重点的な取組 2030 年に向けた指標 
重点的な取組及び 
指標の進捗状況 

登録年月日︓ 

☐環境 
✓社会 
☐経済 

すべての人が情報通信機器を自在に扱
い、必要な情報にいつでもアクセスでき
る社会の実現に貢献します 

リテラシー講習・研修の実施 

現状︓123 回 

⇒2030 年︓延べ 360 回実施 

 

スマホ教室の実施 

現状︓2515 回 

⇒2030 年︓延べ 8,000 回実

施 

 

（進捗率） 

 

✓環境 
✓社会 
✓経済 

人・モノ・サービスの「つながり」を構築
していきます 

DX 化システム（PC 自動化ツ

ール）の導入により、作業時間

の効率化及びペーパーレス化

に寄与します。 

システム導入実績 

現状︓2 件 

⇒2030 年︓20 件 

 

（進捗率） 

 

✓環境 
☐社会 
✓経済 

⼭梨が誇る世界遺産「富⼠⼭」 
環境にやさしい観光の推進・提案を⾏い
ます 

登⼭用品レンタル 

現状︓6532 件 

⇒2030 年︓累計 40,000 件 

 
（進捗率） 

 

 
 



2030 年の目指す姿 
2030 年にはデジタルデバイド（情報格差）による影響が顕著に表れ、「情報バリアフリー」や「情報ア
クセシビリティ」の重要性がさらに高まります。 
我々の専門分野である ICT を、個人や企業が積極的に活用できる社会実現のため、個人の情報リテラシ
ー向上を⾒据えた教育機会の増加、地域企業のシステム DX 化推進など、地域に寄り添った活動を通し
てデジタルデバイドの少ない社会づくりを目指します。 
また、生物多様性と地域固有の自然環境を尊重した観光を推進し、地域活性にも努めます。 

 
【記載留意点】 
・上記については「SDGs 達成に向けた経営方針等」を記載いただくとともに、（様式第３号）「SDGs 
 達成に向けた取組チェックリスト」（要件２）に記載いただいた取組を踏まえ、「SDGs 達成に向けた重 

点的な取組」を記載してください。 

・指標は、原則として数値目標を記載してください。 

・「環境」、「社会」、「経済」の 3側面の全てについて重点的な取組を記載してください。該当する分野 
にチェックを入れ、取組が複数の分野にまたがる場合は、複数にチェックを入れてください。 

・重点的な取組及び指標の進捗状況については、新規登録時は記入不要です。 


